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　金沢市内には神社が 330 ほど、寺院が 400 近くもあ
り、明治維新や太平洋戦争で戦災を受けず、これだけ
多くの寺社が成り立つ経済的基盤があったためと言わ































































佐々木 花江 「寺町を考える （意見交換）」
　江戸時代の寺院は今も残るが、都市開発で規模は縮
小され、変化しつつある現状を保存することが検討さ
れている。寺院建築のみをみても江戸時代の景観と現
代の景観は異なる面が多い。江戸時代の寺院がなぜ集
まり、どのような建築群としての景観を構成していた
か。宗教的な変化もあるが、現代と異なる部分を比較
することも江戸時代の寺院と寺町を理解するうえで大
事である。社会的な変化と周辺環境の違いがあるか
ら、寺院の保全についても歴史的な評価が必要である。
個々の寺院及び相対としての寺院群を調査研究しつ
つ、歴史的建造物群の景観が町並みのなかで保存活用
されている。
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